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DODGAAを抽出剤・抽出溶剤に使うことにより、分離係数が大きく、分離効率よく、希土類元素を抽出・分
離できるので隣接した希土類元素（例；ネオジム／プラセオジムの分離）の抽出・分離を経済的に行うこと
ができる。

技術的特長

本発明の抽出剤・抽出溶剤を用いた抽出方法は、分離係数が大きく、分離効率よく、希土類元素を抽出・
分離できるので初期投資が抑えられ、工業的利用価値が大きい。

発明の効果

隣接した希土類元素で分離を必要とする産業で活用される

(1)化学プラント （2）放射性廃棄物処理施設

本特許の活用用途

ご相談は下記まで御連絡ください
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本発明において、抽出剤としては、一般式【化１】で表されるジ
グリコールアミド酸を用いる。

［実施例7～10、比較例1，2］

（各種溶剤と希土類相互の分離、有機相－水相の分離）

本発明による溶媒抽出を行った場合における、溶剤の種類と希
土類相互の分離性能、有機相－水相の分離にかかる時間（分相
状態）を調べる試験を行った。

DODGAAを各種溶剤（アルコール）で溶解し、調製して有機相
とした。また、塩化プラセオジムと塩化ネオジムの混合溶液を調
製して水相とした。

抽出処理、逆抽出を行った後、水相と逆抽出した塩酸水溶液中
のプラセオジムとネオジムの濃度をICP発光分析装置で測定した
分離係数（Nｄ／Pr）と分相状態を【表１】に示す。DODGAAの溶剤
として実施例7～9の溶剤を用いたネオジム／プラセオジムの分
離係数は２．５であった。また、下記式（1）

CnH2n+1OH （1）

で表されるｎの値が5～8までのアルコールは有機相－水相の分
離が可能であったが、n＝9（ノナノール）、n＝10（デカノール）は
有機相－水相の分離ができなかった。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

現在、市販され実用化されている抽出剤のうちで希土類元素に
対する分離係数が大きいと言われるＰＣ－８８Ａでも、隣接した元
素間の分離係数は小さく、約１．４である。この分離係数は、ネオ
ジム／プラセオジムを分離するために十分なものではなく、それ
らを十分な純度で分離するためには、大規模な設備が必要とな
り、多大なコストがかかる。

従来の問題点

【表１】

13361[C22B]

R1及びR2として、より好適なものとして、2つのオクチル基（－C8H17）を
導入した化合物、N，N-ジオクチル-3-オキサペンタン-1，5-アミド酸：
ジオクチルジグリコールアミド酸［N，N-ジオクチル-3-オキサペンタン-
1，5-アミック酸：ジオクチルジグリコールアミック酸、N,N-dioctyl-3-
oxapentane-1,5-amic acid：dioctyl diglycolamic acid (DODGAA)と称
する）

【化１】


